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A 【present，　energy 　requirement 　is　calculated 　il　that　used 　an 　estimated 　Resting　Energy　Expenditure（REE ），　but　REE 　of

people　affected 　by　their 【ife　style 　and 　sickness ．　The　pし叩 ose 　of 　this　study 　was 　to　examine 　the　investigaIion　of　energy

requirem ¢ nt　that　it　is　calculated 　estimated 　value 　and 　measurement 　value ．
Subjects　 were 　healthy　 men 　 and 　 women （n

＝5），　 aged 　between　 l9 − 27　years　 old ．　REE 　was 　 measured 　seven 　tirnes　that

afヒer　rest　for　l　O − 15min 　by　portable　calorimeter 　for　3min、　The　posture　was 　sltting ．　The　temperature 　were 　24，7± 1．7℃
of 　the　measurement 　day．　 Estimated　REE 　was 　multiphed 　 l．2　in　Recommended 　Dietary　Allowan   for　the　Japanese
（revision　5）．
The　results 　a 「e 　as 　fllowed．
1）Estimated　value 　was 　lower　than 　me 鼠surement 　value 　when 　It　is　compared 　with 　energy 　intake
2）There　is　fear　of 出 e　excessive 　lntake　when 　the　amount 　of 　the　energy 　place　point　is　calculated 　by　the　estlmated 　value ．

3）Measurement　value 　of　REE 　va 【ies　in　that　day　grea【ly．　Therefore　bet［er 　measure 　it　s〔lme 　times ．

1 ．目的

　最 近 で は、不 規則 な食生 活や 運動不 足 が 要因

となる 生 活習慣病が 若者 にお い て も発 症 す る ケ

ー
ス が 目立 っ て お り、特 に肥満が 引 き金 とな る

こ とが 報告が 多 くさ れ て い る 。そ の 場 合、栄養

指導 として 、エ ネル ギ
ー

所 要量 を算出 し、カ ロ

リーの 過 剰摂取 を抑える こ とが な され て い る 。

　現 在 、エ ネル ギ ー
所 要量 は 、一

般 的 に 基 礎 代

謝 基準値 を もと に 算 出 さ れ て い る 。 し か し、そ

の もととな る 基礎代謝量は 、 生活習慣や気候
11）
、

身体組成
≧｝ 5｝ ltl

な ど実に様 々 な要因に よ っ て 変化

し、個入 に よ っ て 大 き く異 なる可能性が ある 。

　 さ らに 、現 在 エ ネ ル ギ
ー

所要 量 の 算出 に 用 い

られ て い る 基礎代謝基準 値 は 、今か ら 3〔｝年前 （昭

和 44 年） に 算定 され た もの で あ る 。 現代生活で

は 、高度経 済成 長 に よ る 生 活様式の 近代化が も

た ら した身 体活 動 量 の 低 下 や 冷 暖房器 具の 普及

に よ る 季節影響の 変動な どが指摘 され て お り
ts、、

基礎代謝 基準値が算定 され た当時に 比 べ 、基礎

代 謝量が大 きく変化して い る こ とが考え られ る 。

もし、そ うで あれ ば栄 養指導に お い て 一般的 に

用 い られ て い る基礎代謝基準値 と実際に 測定 し

た値 に つ い て 検討す る 必要があ る とい え る 。

　 また 、基礎代 謝量 は 測定条件 が 厳格で あ り測

定が 困難 なた め 、最 近 で は実測す る場 合に は安

離時代謝量 を用 い る場 合 もあ る 。 しか し、安静

時代謝量は そ の 日 の 被 検者 の 行動 や 精 神状態 に

よ っ て 、値が 大きく変化する こ とが 考えられる 。

　そ こ で 、本研究 で は 、エ ネル ギ
ー

摂 取 量 と基

礎代謝 基準値 を用 い て 算出 し た エ ネ ル ギ
ー

所 要

量お よ び 実 測 した 安静時代謝量か ら算出 したエ
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Tab匸e　l　Charac 止eris 吐ics　ofsubjects

Age　 Height　 Weight　 BMI 　 ％ Fat　 LBM
（yl
’
）　　　（c 匸ll）　　　　（kg）　　　　　　　　　　（％）　　　　（kg）

Female　　A 　　　27

B22

C 　 　 2］

Male 　 　 D 　 　 26

161167167177535857652021

・

2021

22．225527

．312

．2

41．243

．241

．457

．1

LBM ：Lean　Body 　Mass　 BMI ：Body 　Mass 　lndex

Table　2　Resting　energy 　expenditure 　of 　subjectsREE

（kcal／day） （kcal／m2 ／h）　　（kcal／kg！day）　 （kcal！LBM ／day）

Female 　　　A

Male

BCD

1343．61450

．31407

．71636

．7

37．437

．937

，139

．1

25．425

，024

．7252

32．633

．634

．028

．7

REE ：Resting　energy 　expenditure

ネ ル ギ ー所要量 を比 i校、検討 する こ と を目的 と

した 。 ま た、安離 時代 謝 量の 測定 を繰 り返 し行

い 、測定値 の 変動 に つ い て も検討 した 。

ll．方法

　被検者は
、 栄 養士養成学校 の 学生 で あ り、健

康 な男女 4 名 （男 1 名、女 3 名）で あ っ た 。 年

齢は 2卜 27 歳で あ っ た 。 被検者 A 〜C の 生活活

動強度は 「軽 い 」 （1）で あ り、被検者 D の み 「中

等度」 （n）で あ っ た 。

　測定項 目 は、身長 、体重 、体 脂 肪率 、安静時

代謝量、エ ネ ル ギ ー摂取量で あ っ た。

　体脂肪率は 、τBF −io2 （タ ニ タ杜製）を用 い て 、

イ ン ピー
ダ ン ス 法に よ り測定 を行 っ た 。 安静時

代謝量は 、椅 座姿勢 を 15 分以上保 たせ た後に 、

METAVINE （ヴ ァ イ ン 祉製 ）を用 い て 3 分間呼

気ガ ス を採 気 し、 ミ キ シ ン グチ ャ ン バ ー法 に よ

り酸素摂 取 量 を測定 した 。 測 定期 問 は 、平成 11

年 5 月 26 日 よ り平成 11 年 7 月 14 日で あ り、週

一
回 （同曜 日）、7 回 の 測 定 を行 っ た 。 測 定は 、

午彳麦3 時半力・ら午f麦 4TllS半に 行い 、食彳麦 2 ［1？i問

以上経過 し て い る こ と を条仲 と し た 。 測定 日 の

室温 は、24．7 ± L7 ℃ で あ っ た 。

　推 定エ ネ ル ギ
ー
所要量（EER ＝Estimated　Energy

Requirement）は、日本 人 の 栄養所 要量第五次改 定
LO「に お ける 昭和 44 年算定体表面積当た り基礎代

謝基塰値 を用 い て 算出 した 。 実測 エ ネ ル ギ ー所

要量（MER ＝Measured　Energy　Requirement ）は、藤

本 らの 式 か ら体表面積 を求め 、次式に よ り算出

した
。

MER （kca】1day）＝ REB （kca星！mz 　l　ll）！L2 × 24

　エ ネ ル ギ
ー

摂 取量は、食事調査法 によ り 7 日

間 行 い 、そ の 平 均値 を用 い た 。 また、各測定 日

の 安 静 時代謝 量 の 変 動 は 、全 7 回 測定 の 平均値

を基準に し 、 変化率で 示 した 。

IH．結果

　 被 検者 の 身体 的特徴 お よ び 安 静時代謝 量 を

Table　 l に 示 した 。 被 検者 の 体格は 、　 BMI を参考

に す る と ほ ぼ 標準 で あ り、体脂肪率 か ら み て も

特 に や せ す ぎ及 び 肥満傾向 の ある 者は い なか っ

た 。 Table　2 に 安許時代謝量（REE ）の 結 果 を示 し

た 。 厚 生省 で 定 め られ て い る 基礎代 謝
’
基準値 に

1．2 を乗 じて と比較す る と、す べ て の 被検者 にお
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い て低 い 値で あ っ た 。

　 ．エ ネル ギ ー摂取量（EI）と実 測 エ ネル ギ ー所要量

（MER ）及 び 推定 エ ネ ル ギ ー
所 要量（EER ）と の 関係

を Fig．1 に 示 した 。　 EER と MER 比較する と、そ

の 差は 、A233 ．8kcal、　 B228．3　 kcal、　 C264．4　 kcal、

D432 ．3　kcat で あ り、い ずれ も EER が高 い 値 を示

した 。 さ ら に 、EER と EI との 差は 、平均値で

296，8kca1で ある の に対 し、MER と EI との差は、

平均値 で 56．15　kcalで あ っ た 。

　各測 定日の 安静時代謝量の 変動を Fig．2 に示 し

た。変動が 最 も小 さ か っ た 被検者 B は 、平均値

を 100％ とす る と、最大値 106％、最小値 92％ で

あ りそ の 差 は 14％ で あ っ た 。 変動が最 も大 きか

っ た被検者 C は 、最 大値 116％、最小値 84％ で

あ り、そ の 差 は 32％ で あ っ た 。

iv．考察

（kca直1da
　 3000

250 〔，

2000

1500

1000
A 星1 C D

EELIMER

Fig．　l　Relationship　of　Energy　intake，　EsUma ユed 　energy

　 　 Iequi 【ement 　and 　Mesurement　el】ergy 　require ：nent ，
　 　 EI ：Ellergy　i飢 ake

　 　 EER 　l　Es【imated　e 塵】orgy 　requirement

　　 MER 　l　Mesurcment　enerugy 　rc（luirement

El

　最近 、 日 本 人 の 基礎 代謝
’
量が 食生活 の 内容 、

日常 生 活行 動 の 質 と量、青少年の 発育過 程の 変

化な ど に 呼応 し て 、従来 の 値 とは か な り変わ っ

て き て い る こ とが 予想 さ れ て い る
1
％ 本研究に

お い て も、基礎代謝基準値 と して 用 い られ て い

る 値 と実際 に 測定 した 値 を比較す る と、実測値

の 方 が 低 い 値 を示 し た （Table　2）。そ れ に 伴 い 、

基礎代謝量基準値 を用 い て 算出 し た エ ネ ル ギ ー

所要量 （EER ＞は 、実測値 を用 い て 算 出 した エ

ネ ル ギ ー所 要量 よ りも（MER ）か な り高 い 値 を示

した （Fig．1） 。

　基礎 代謝 量低 下 の 原 因 と し て 、日常生 活行動

の 変化 に よ る 身体 紐 成 の 変化 、特 に 除脂肪休 重

の 減少があ げ られ て い る
1
％ 基礎代謝量が除脂

肪体重 と最 も密接 な関係 を持 つ 要因は 、基礎 代

謝量が 脂肪や 体 液 な ど代謝活性の 比 較的低 い と

考え られ て い る 組織 を除 い た筋肉 、内臓 な ど代

謝活性の 高 い 紐織に 強 く左右 され る ため で ある
2｝

ql 川 。ま た 、個 人 間 に お い て も除 脂肪体重は 大 き

く異 な る 。 例 えば 、運 動選 手 の 場 合、そ れ ぞ れ

の 競技の 特異性 に よ っ て 身体組成 に 変化が 見 ら

れ る 。 持久的 な競技で は 、長時冏運動 を行 うが

筋肥大は起 こ らな い ため に筋肉の 横断面積は小
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Fig．2ChaI 亀ge 【〕rvnlue　by 【he　difIbrenco　in　the

　 　 m 巳nsurcment 　day

　 　 Thc　lucall　measured 　scven 　times　was 　sc1　nt　100％ ．

さ く、基礎代謝量 の 増加 は 瞬 発系 の 選 手に 比 べ

て 小さ い と考え られ る 。

　 したが っ て 、基 礎代謝基 準値の み で個 人 に 見

合 っ た エ ネ ル ギ
ー

所要量 を推定す る こ と は 難 し
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い ため 、 安 静時代 謝量 を実測 する こ と が 望 ま し

い と示唆 さ れ た 。

　安静 時代謝量 の 測定条件 は、特異的同化作用

の 影響 を受けな い 食後 2 時 間以上経過 して い る

こ とと 、 測定前 に安静 を 正0 分以上保つ こ と等で

あ る 。 基礎代 謝量 の 測定は 、早朝覚醒時に 起 き

あが ら な い 状態で 測 定す る な ど 、測定条件が 厳

し く入 院患 者で な けれ ば困難で あ る 。 そ こ で 、

最近で は安静時代謝量 を測定 し、エ ネ ル ギ
ー

所

要量を算出する こ とが提言され て い る 。 しか し、

安静時代謝量は 、Fig．2 に示 した よ うに測定前の

被検者 の 行動や 精 神状 態に よ っ て 、値が 大 きく

変化す るた め 、1 回 の 測 定値 を用 い てエ ネル ギ
ー

所 要量 を設 定す る こ と は 適 切 で な い 。 な る べ く

同 じ条件 で 日 を改め て 何度 か測定する こ と に よ

っ て 、よ り正 確 に エ ネ ル ギ ー所要量を推定する

こ とが 出来る と示唆された 。
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